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昔
々
、
す
さ
ま
じ
い
稲
光
と
と
も

に
赤
い
体
の
雷
さ
ま
が
、
赤
須
賀
村

の
井
戸
に
、
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
落
ち
て

き
ま
し
た
。

　

村
人
が
恐
る
お
そ
る
井
戸
の
中
を

の
ぞ
い
て
見
る
と
、
雷
さ
ま
が「
助
け

て
く
れ
」
と
泣
い
て
い
た
の
で
、
村
人

は
「
人
の
家
を
散
々
焼
い
て
お
い
て
、

助
け
て
く
れ
と
は
む
し
の
い
い
」
と
井

戸
に
ふ
た
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

な
ん
と
か
井
戸
か
ら
出
よ
う
と
試

し
た
雷
さ
ま
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
の
で
、「
も
う
こ
こ
に
は
雷
を
落
と

し
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
か
ふ
た
を
開

け
て
く
だ
さ
い
」と
懇
願
し
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
か
わ
い
そ
う
に
な
っ
た
村
人
が
、「
そ
れ
な
ら
ふ
た
を
開
け
て
や

る
か
ら
、
何
か
置
い
て
い
け
」と
言
い
ま
す
と
、「
背
中
に
背
負
っ
た
太
鼓
を

井
戸
に
残
し
て
い
く
」と
返
事
が
あ
っ
た
の
で
、ふ
た
を
と
っ
て
や
り
ま
し
た
。

　

助
け
ら
れ
た
雷
さ
ま
は
、「
い
や
に
な
る
く
ら
い
水
を
入
れ
て
お
く
か
ら
、

こ
の
井
戸
は
年
中
枯
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
ぞ
」、
と
言
っ
て
空
に
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
の
井
戸
は
い
つ
ま
で
も
枯
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
年
中
、
井
戸
の
底

か
ら
太
鼓
の
音
が
響
い
て
き
た
そ
う
で
す
。

井
戸
に
落
ち
た
雷
さ
ま（
桑
名
市
赤
須
賀
）

表紙写真

上
「鎮国守国神社」
　天明4年（1784）白河（現福島県白河市）城内に松平
定綱（鎮国公）を祀ったのが始まり。文政6年（1823）白
河から桑名へ移封にともない当社も桑名城本丸に移りま
した。

下
「赤須賀漁港」
　七里の渡しより少し下流の赤須賀漁港から揖斐・長良
川河口を望みました。赤須賀漁港は江戸時代よりハマグ
リ・シジミ漁で栄えた港です。正面の赤い橋は、国道23号
の揖斐長良大橋です。

　歴史記録は、「高須輪中の排水管理」の
第三編として、高須輪中内の揚水施設を
取り上げました。また研究資料は、木曽岬
町教育委員会の大喜多氏に「木曽川小
唄」について寄稿いただきました。
　なお、この資料は、創刊号からの全てが
KISSOホームページよりダウンロードで
きます。

幕末の動乱に揺れた桑名藩

桑名湊の形成と発展

高須輪中の揚水施設

伊勢湾台風からの復興と「木曽岬小唄」

大喜多 啓介

高須輪中の排水管理　第三編



歴
史

地
域の

幕
末
の
動
乱
に
揺
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

桑
名
藩

　

東
海
道
の
要
衝
で
あ
り
、
海
運
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
桑
名
を
重
要

視
し
た
江
戸
幕
府
は
、
そ
の
藩
主
に
親
藩
・
譜
代
の
有
力
な
大
名
を

任
じ
て
き
ま
し
た
。
幕
末
の
桑
名
藩
は
、
会
津
藩
と
と
も
に
幕
府
軍

の
主
力
と
し
て
、
討
幕
派
と
熾
烈
な
戦
い
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

多度多度 今島今島
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地
域
の
歴
史

桑
名
藩
主
の
系
譜

　

関
ヶ
原
の
戦
い
の
の
ち
、

本
多
忠た
だ
か
つ勝
が
一
〇
万
石
で
桑

名
に
入
部
し
ま
し
た
。
忠
勝

は
、
徳
川
四
天
王
の
一
人
と

し
て
知
ら
れ
た
徳
川
家
康

股こ
こ
う肱

の
武
将
で
、
天て

ん
ぶ
ん文

一
七

（
一
五
四
六
）
年
の
初
陣
以
降

数
々
の
戦
い
で
勇
名
を
轟
か

せ
ま
し
た
。
桑
名
に
入
っ
た

忠
勝
は
た
だ
ち
に
桑
名
城
を

改
修
し
、
都
市
計
画
を
断
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
は「
慶け
い
ち
ょ
う
長
の

町
割
り
」
と
呼
ば
れ
、
桑
名

市
街
の
基
礎
と
し
て
現
在
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。

　

忠
勝
の
死
後
は
、
嫡
男
・

忠た
だ
ま
さ政
が
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、

元げ
ん
な和

三（
一
六
一
七
）
年
、
先
の

大
阪
夏
の
陣
の
武
功
も
あ
っ
て
、

五
万
石
を
加
増
の
う
え
播
州
姫

路
に
転
封
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
多
忠
政
転
封
の
後
に

は
、
徳
川
家
康
の
異
父
弟
・
松
平
定さ
だ
か
つ勝
が

一
一
万
七
千
石
で
桑
名
に
入
り
ま
し
た
。

定
勝
は
、
家
康
の
母
・
於お
だ
い大
が
離
縁
の
後

に
再
嫁
し
た
久
松
俊
勝
と
の
間
に
生
ま

れ
た
子
で
、
家
康
に
と
っ
て
異
父
同
母
の

弟
に
あ
た
り
ま
す
。
他
の
松
平
家
と
区
別

す
る
と
き
は
、
久
松
松
平
と
称
し
ま
す
。

　

定
勝
の
跡
を
継
い
だ
次
男
の
定さ
だ
ゆ
き行

は
、

清
浄
な
飲
料
水
が
得
ら
れ
な
い
町
民
の

た
め
に
、
寛か
ん
え
い永
三（
一
六
二
六
）
年
、
町

屋
川
よ
り
堀
を
開
削
し
て
水
道
を
造
り
、

各
所
に
井
戸
を
設
け
る
町
屋
御
用
水
を

建
設
し
ま
し
た
。
寛
永
一
一（
一
六
三
四
）

年
、
定
行
は
、
加
増
さ
れ
て
伊
予
松
山

一
五
万
石
に
転
封
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
行
転
封
の
後
に
は
、
そ
の
弟
・
定さ
だ
つ
な綱

が
大
垣
か
ら
入
部
し
ま
し
た
。
定
綱
は
名

君
の
誉
れ
高
く
、鎮ち
ん
こ
く
こ
う

国
公
と
も
諡し
ご
う号
さ
れ
、

鎮
国
大
明
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

慶け
い
あ
ん安

三（
一
六
五
一
）
年
、
定
綱
が
没

す
る
と
次
男
・
定さ
だ
よ
し良

が
後
を
継
ぎ
ま
し
た

が
病
弱
で
明め
い
れ
き暦

三（
一
六
五
七
）
年
に
逝
去

し
ま
し
た
。
定
良
は
独
身
で
あ
っ
た
た
め
、

伊
予
松
山
藩
主
松
平
定
頼
の
三
男
・
定さ
だ
し
げ重

が
婿
養
子
と
し
て
桑
名
に
入
り
ま
し
た
。

　

宝ほ
う
え
い永

七（
一
七
一
〇
）
年
、
定
重
が
越

後
高
田
に
転
封
、
代
わ
っ
て
松
平
忠た
だ
ま
さ雅

が
備
後
福
山
よ
り
桑
名
に
転
封
さ
れ
ま

し
た
。
以
後
、
忠た
だ
と
き時
―
忠た
だ
ひ
ら啓
―
忠た
だ
か
つ功
―

忠た
だ
か
ず和
―
忠た
だ
す
け翼
―
忠た
だ
た
か堯
と
七
代
一
一
三
年

に
渡
っ
て
桑
名
を
統
治
し
ま
し
た
。
奥

平
松
平
家
の
祖
は
、
長
篠
城
守
将
と
し

て
名
高
い
奥
平
信
昌
の
四
男
・
忠
明
で
、

家
康
の
養
子
と
な
り
松
平
姓
を
賜
っ
て

い
ま
す
。

　

文ぶ
ん
せ
い政
六（
一
八
二
三
）
年
、
桑
名
領
主

松
平
忠
堯
は
、
武
州
忍
藩
へ
の
国
替
え
を

通
告
さ
れ
ま
し
た
。
忍
藩
の
阿
部
正ま
さ
の
り権

が
奥
州
白
川
藩
に
移
り
、
白
川
藩
の
松
平

定さ
だ
な
が永
が
桑
名
に
移
る
と
い
う「
三
方
お
得

替
え
」
と
呼
ば
れ
る
転
封
で
し
た
。
定
永

は
、
か
つ
て
桑
名
藩
主
で
あ
っ
た
久
松
松

平
中
堯
の
直
系
に
あ
た
り
、
父
は
老
中
と

し
て
権
勢
を
誇
っ
た
定さ
だ
の
ぶ信

で
し
た
。
こ
の

国
替
え
は
定
信
の
先
祖
の
地
に
帰
り
た

い
強
い
意
向
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

定
永
の
後
は
、嫡
男
・
定さ
だ
か
ず和
、そ
の
嫡
男
・

定さ
だ
み
ち猷
と
代
を
重
ね
ま
し
た
が
、
定
猷
の
実

子
は
幼
く
家
督
相
続
が
難
し
い
の
で
、
美

濃
高
須
藩
か
ら
養
子
・
定さ
だ
あ
き敬
を
迎
え
世
継

ぎ
と
し
ま
し
た
。

幕
末
の
桑
名
藩
と
松
平
定
敬

　

安あ
ん
せ
い政
六（
一
八
五
九
）
年
、
桑
名
藩

主
と
な
っ
た
定
敬
は
、
高
須
藩
主
松
平

義よ
し
た
つ建

の
八
男
で
尾
張
藩
主
・
徳
川
慶よ

し
か
つ勝

や

徳
川
茂も
ち
な
が徳

、
会
津
藩
主
・
松
平
容か

た
も
り保

や
石

見
浜
田
藩
主
・
松
平
武た
け
し
げ成

ら
の
弟
に
あ
た

桑名城跡（九華公園）

蛤御門



鶴ヶ城

戊辰忠魂碑

桑名城跡の大砲

■桑名藩主の推移
襲　封　年

慶長 ６年 （1601年）
慶長 15年 （1610年）
元和 ３年 （1617年）
寛永 元年 （1624年）
寛永 12年 （1635年）
承応 元年 （1652年）
明暦 ３年 （1657年）
宝永 ７年 （1710年）
延享 ３年 （1746年）
明和 ８年 （1771年）
天明 ７年 （1787年）
寛政 ５年 （1793年）
享和 ２年 （1802年）
文政 ４年 （1821年）
文政 ６年 （1823年）
天保 ９年 （1838年）
天保 12年 （1841年）
安政 ６年 （1859年）
明治 ２年 （1869年）

藩　主　名
　  本多 忠勝
　    〃 忠政
松平（久松） 定勝
　    〃 定行
松平（久松） 定綱
　    〃 定良
　    〃 定重
松平（奥平） 忠雅
　    〃 忠時
　    〃 忠啓
　    〃 忠功
　    〃 忠和
　    〃 忠翼
　    〃 忠堯
松平（久松） 定永
　    〃 定和
　    〃 定猷
　    〃 定敬
　    〃 定教

地
域
の
歴
史
2

り
ま
す
。

　

第
一
四
代
将
軍
徳
川
家い
え
も
ち茂

と
定
敬
は
と

も
に
弘こ
う
か化
三（
一
八
四
六
）
年
生
ま
れ
で
、

家
茂
は
同
い
年
の
定
敬
を
信
頼
し
て
い
ま

し
た
。
安
政
五（
一
八
五
九
）
年
家
茂
が

将
軍
に
就
い
た
と
き
幕
府
は
、
開
国
を
迫

る
列
強
と
攘
夷
を
求
め
る
朝
廷
と
の
間
で

窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
茂
は

孝
明
天
皇
の
妹
・
和
か
ず
の
み
や宮と
結
婚
し
、
自
ら

も
京
都
に
上
洛
す
る
な
ど
公
武
合
体
を
図

り
政
局
を
乗
り
き
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
幕
府
の
弱
体
化
は
避
け
ら
れ
ず
、

政
治
の
中
心
は
、
江
戸
か
ら
京
都
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

幕
府
の
権
威
低
下
に
伴
い
、
京
都
に
は

諸
国
か
ら
尊
王
攘
夷
派
の
過
激
志
士
ら
が

集
い
、治
安
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

文ぶ
ん
き
ゅ
う久
二（
一
八
六
二
）
年
会
津
藩
主
・
松
平

容
保
が
京
都
守
護
職
に
就
任
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
元が
ん
じ治

元（
一
八
六
四
）
年
に
は
定

敬
が
京
都
所
司
代
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
て
桑
名
藩
は
京
都
に
出
兵
、
会
津
藩

と
と
も
に
幕
府
軍
の
主
力
と
し
て
、
幕
末

の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

最
初
の
本
格
的
な
戦
闘
は
、
元
治
元

（
一
八
六
四
）
年
の
禁
門
の
変（
蛤
御
門
の

戦
い
）
で
し
た
。
朝
廷
内
で
の
失
地
回
復

を
目
指
し
た
長
州
藩
は
、
約
三
〇
〇
〇
の

大
軍
を
京
都
に
進
め
、
会
津
・
桑
名
藩
を

主
力
と
す
る
幕
府
と
対
峙
し
、
戦
端
が
開

か
れ
ま
し
た
。
早
朝
に
始
ま
っ
た
戦
闘
は

昼
に
は
大
勢
が
決
し
、
長
州
軍
は
多
く
の

戦
死
者
を
出
し
敗
走
し
ま
し
た
。

　

慶
応
二（
一
八
六
六
）
年
、
家
茂
は
第

二
次
長
州
征
伐
の
途
上
大
坂
城
で
病
に

倒
れ
他
界
、
将
軍
後
継
に
は
一
橋
慶よ
し
の
ぶ喜
が

就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
、
親
幕
府

派
で
容
保
・
定
敬
を
信
任
し
て
い
た
孝
明

天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
朝
廷
で
の
後
ろ
盾
を

失
っ
た
幕
府
の
崩
壊
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
ま
し
た
。

　

慶
応
三（
一
八
六
七
）
年
、
朝
廷
内
の

主
導
権
を
薩
摩
・
長
州
藩
に
握
ら
れ
た
慶

喜
は
、
政
権
を
朝
廷
に
返
還
し
て
討
幕
の

論
拠
を
な
く
し
、
改
め
て
新
政
府
の
中
心

に
徳
川
家
が
位
置
す
る
道
を
選
択
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
討
幕
派
は
こ
の
目
論
見
を

阻
む
た
め
、
慶
喜
に
領
地
の
返
還
な
ど
を

迫
り
、
あ
く
ま
で
武
力
に
よ
る
討
幕
を
辞

さ
な
い
構
え
で
し
た
。「
王
政
復
古
」
の

号
令
が
出
さ
れ
る
と
、
大
坂
に
集
結
し
た

幕
府
軍
は
主
戦
論
が
高
ま
り
、伏
見
街
道
・

鳥
羽
街
道
を
京
都
に
進
撃
し
ま
し
た
。
鳥

羽
伏
見
の
戦
い
は
、
兵
力
で
は
幕
府
軍
が

有
利
で
し
た
が
、
兵
装
の
差
や
指
揮
系
統

の
乱
れ
な
ど
に
よ
っ
て
幕
府
軍
は
各
地
で

敗
れ
、
大
坂
城
ま
で
撤
退
し
ま
し
た
。
大

坂
で
の
抗
戦
が
必
至
と
思
わ
れ
る
中
、
将

軍
慶
喜
は
容
保
や
定
敬
ら
を
伴
っ
て
船
で

江
戸
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
指
揮
官
を
失
っ

た
幕
府
軍
は
混
乱
し
瓦
解
し
ま
し
た
。

　

定
敬
の
い
な
い
桑
名
藩
は
、
桑
名
城
で

の
抗
戦
を
主
張
す
る
者
や
、
江
戸
に
上

が
っ
て
定
敬
に
従
っ
て
戦
う
と
す
る
意

見
も
あ
り
、藩
論
は
二
転
三
転
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
周
囲
の
藩
は
す
で
に
新
政
府
に

従
っ
て
お
り
、
兵
力
・
財
力
的
に
も
恭
順

以
外
の
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
敬
の
転
戦

　

慶
喜
と
と
も
に
江
戸
に
戻
っ
た
定
敬
は
、

積
極
的
に
主
戦
論
を
主
張
し
ま
し
た
が
、

慶
喜
は
恭
順
の
姿
勢
を
示
し
、
容
保
と
定

敬
を
登
城
禁
止
と
し
ま
す
。
江
戸
を
退
去
し

た
定
敬
は
、
桑
名
藩
が
有
し
て
い
た
分
領

の
越
後
柏
崎
に
入
り
、
こ
こ
で
軍
を
編
成

し
て
越
後
各
地
で
新
政
府
軍
と
交
戦
を
重

ね
ま
し
た
。
越
後
長
岡
藩
降
伏
後
は
、
会

津
に
入
っ
て
兄・
容
保
と
共
に
戦
い
ま
し
た

が
、
鶴
ヶ
城
の
陥
落
を
目
前
に
し
て
、
定
敬

は
援
軍
を
求
め
て
米
沢
藩
を
頼
り
ま
し
た
。

し
か
し
、米
沢
藩
は
す
で
に
恭
順
の
意
向
で
、

入
国
を
断
ら
れ
た
定
敬
は
仙
台
に
向
い
ま

す
。
一
方
、
会
津
で
敗
れ
た
桑
名
軍
は
庄

内
藩
に
合
力
し
て
奮
戦
し
ま
す
が
、
庄
内

藩
の
降
伏
の
際
に
共
に
降
伏
し
ま
し
た
。

　

仙
台
に
逃
れ
た
定
敬
は
、
こ
こ
で
も
抗

戦
を
決
意
し
て
い
ま
し
た
が
、
仙
台
藩
の

藩
論
は
恭
順
に
傾
い
て
い
た
た
め
、
榎
本

武た
け
あ
き揚

の
軍
艦
に
同
乗
し
て
函
館
に
渡
り
ま

し
た
。
五
稜
郭
の
陥
落
間
近
に
、
定
敬
は

上
海
に
密
航
逃
亡
し
ま
し
た
が
、
路
銀
が

尽
き
て
外
国
で
の
逃
亡
を
諦
め
、
遂
に
新

政
府
に
降
伏
し
ま
し
た
。

　

桑
名
藩
は
定
敬
の
た
め
に
取
り
潰
し
と

な
り
滅
亡
し
ま
し
た
が
、
一
八
六
九（
明
治

二
）
年
に
再
興
を
許
さ
れ
、
先
代
定
猷
の

嫡
子
・
定
教
が
桑
名
藩
知
事
に
任
じ
ら
れ
、

廃
藩
置
県
を
む
か
え
ま
し
た
。
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地

域

の

治
水
・
利
水

施

設

桑
名
湊
の
形
成
と
発
展

　

木
曽
三
川
が
合
流
す
る
河
口
部
に
位
置
す
る
桑
名
は
、
室
町
時
代
に
港
町

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
戦
国
期
に
は｢

十じ
ゅ
う
ら
く楽
の
津つ｣

と
呼
ば
れ
商
人
に
よ
る

自
治
都
市
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
東
海
道
七
里
の
渡
し
場
で
あ
る
と
と

も
に
、三
川
上
流
か
ら
運
ば
れ
る
材
木
や
米
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

七里の渡し

浄土寺

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

桑
名
湊
の
は
じ
ま
り

　

木
曽
三
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る
桑

名
の
地
は
、
地
理
的
に
湊
が
発
達
す
る
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
古
代
に
お

い
て
は
、
集
落
の
発
達
は
西
部
丘
陵
地
に

限
ら
れ
、
現
在
の
桑
名

市
街
地
は
低
地
で
、
当

時
は
海
浜
で
し
た
。
そ

の
低
地
に
最
初
に
建
立

さ
れ
た
寺
院
が
、
永え
い
し
ょ
う承

四（
一
〇
四
九
）
年
の
浄

土
寺
で
あ
り
、
現
在
の

市
街
地
に
集
落
が
形
成

さ
れ
た
の
は
、
平
安
時

代
中
頃
と
推
察
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

浄
土
寺
の
旧
記

『
袖し
ゅ
う
や
さ
ん

野
山
見
聞
記
』
に
、

「
其
昔
州す
ざ
き崎

三
ツ
ニ
分
レ

タ
リ
。（
中 

略
）
ワ
ズ
カ

ニ
農
漁
ノ
住す
ま
い居

ナ
リ
シ

ニ
、
イ
ツ
シ
カ
諸し
ょ
た
み民
繁

昌
シ
テ
、
カ
ノ
三さ
ん
す
ざ
き

州
崎

モ
名
残
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
桑
名
三
ケ
村
ト

イ
エ
ル
頃
ニ
ナ
リ
ヌ
、
又
、
夫そ
れ

ヨ
リ
此
所

旅
宿
着
岸
ノ
便
ヨ
リ
諸
方
往
還
ノ
津
ト

ナ
リ
テ
、
民
家
甚は
な
は

タ
繁
昌
セ
リ
ト
ナ
リ
」

と
あ
り
、
三
つ
の
州
が
陸
地
化
し
て
集
落

が
形
成
さ
れ
、
や
が
て
交
通
の
便
が
良
い

こ
と
か
ら
津（
湊
）
と
な
っ
て
、
民
家
が

多
く
な
っ
て
い
っ
た
経
緯
が
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

桑
名
が
湊
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
の
一
つ
に
伊
勢
神
宮
の
存

在
が
あ
り
ま
す
。
伊
勢
神
宮
の
荘
園
で
あ

る
御み
く
り
や厨・
御
園
は
、
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉

初
期
に
増
大
し
て
い
ま
す
が
、
文ぶ
ん
じ治
元

（
一
一
八
五
）
年
に
は
神
宮
領
を
管
理
す

る
神
館
が
桑
名
に
設
置
さ
れ
、
桑
名
郡
・

員い
な
べ弁
郡
か
ら
神
宮
に
貢
納
さ
れ
る
米
な

ど
が
桑
名
か
ら
海
路
で
運
送
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
神
宮
の
造
営

に
使
わ
れ
る
木
材
は
、
木
曽
川
上
流
で
採

取
さ
れ
、
川
下
り
で
桑
名
を
中
継
し
て
神

宮
に
運
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
国
と
の
海
運
も
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
応お
う
え
い永

一
三（
一
四
〇
六
）
年
と
さ

れ
る
鎌
倉
円
覚
寺
正
統
院
造
営
に
は
、「
桑

名
よ
り
海
上
を
被さ
げ
さ
れ
そ
う
ろ
う

下
候
」（
円
覚
寺
文
書
）

と
あ
り
、
桑
名
経
由
で
運
ば
れ
た
木
曽
材

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
楽
の
津

　

室
町
時
代
に
は
、
湊
は
ま
す
ま
す
繁
栄

し
、
連
歌
師
宗そ
う
ち
ょ
う長
の
旅
日
記
に
は
、「
家

が
数
千
軒
、
船
が
数
千
艘
、
旅
宿
の
火
が

星
の
よ
う
だ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
三
川
と
伊
勢
湾
航
行
の
中
継
基

地
と
し
て
桑
名
湊
で
取
り
扱
う
物
資
が

増
え
る
と
、
物
資
の
保
管
や
運
送
請
負
な

ど
を
行
う「
津
屋
」「
問
屋
」「
納
屋
」
な

ど
の
交
易
商
人
が
現
れ
、
商
業
都
市
と
し

て
も
発
展
し
ま
し
た
。

　

中
世
の
商
工
業
は
、
同
業
者
が
組
合

を
結
成
し
て
、
皇
室
・
貴
族
・
神
社
仏
閣

な
ど
の
権
力
者
に
保
護
料
を
払
っ
て
、
そ

の
庇ひ

ご護
下
で
原
料
の
入
手
や
販
売
権
な
ど

を
独
占
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
世

的
権
威
を
否
定
し
、
各
地
か
ら
の
商
人
の

出
入
り
を
自
由
に
し
、
課
税
免
除
・
自
由

通
商
を
保
証
し
た
の
が
、
楽
市
楽
座
で

す
。
商
業
の
発
展
し
た
桑
名
も「
十
楽
の

津
」（
十
楽
は
極
楽
を
意
味
し
、
座
の
制

限
を
受
け
ず
自
由
に
商
売
が
出
来
る
所
）

と
呼
ば
れ
、
楽
市
楽
座
の
色
合
い
の
強
い

自
由
都
市
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
楽
市
楽
座
が
地
域
の
支
配
者

に
よ
っ
て
法
制
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
桑
名
湊
は
当
時
の
支

配
者
も
定
か
で
な
く
、
法
的
庇
護
が
あ
っ

た
の
か
不
明
で
す
。



本　陣

住吉神社

４

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

　

自
由
都
市
・
桑
名
は
、「
町

衆
」
と
呼
ば
れ
る
町
人
に
よ

る
自
治
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
自
治
都
市
と

し
て
は
、
堺
・
博
多
・
大
湊

（
伊
勢
神
宮
の
外
港
）
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
衆

の
結
束
は
強
固
で
、
永え
い
し
ょ
う正

七

（
一
五
一
〇
）
年
、安あ

の

つ
濃
津（
現

在
の
津
市
）
の
豪
族
・
長
野

氏
が
桑
名
に
矢
銭
を
課
し
ま

し
た
が
、
町
衆
が
こ
の
要
求

を
拒
ん
だ
た
め
長
野
氏
が
桑

名
に
軍
勢
を
差
し
向
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
町
衆
は
、

全
員
が
逃
散
す
る
と
い
う
非
常
手
段
で
抵

抗
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
伊
勢
湾

一
帯
の
輸
送
機
能
が
混
乱
し
、
伊
勢
神
宮

へ
の
年
貢
が
届
か
な
い
と
い
っ
た
問
題
が

起
こ
っ
た
の
で
、
神
宮
よ
り
長
野
氏
に
桑

名
か
ら
の
撤
退
が
懇
願
さ
れ
、
長
野
氏
が

こ
れ
を
聞
き
入
れ
、
事
態
が
収
拾
さ
れ
て

い
ま
す
。近

世
桑
名
宿
の
繁
栄

　

自
由
都
市「
十
楽
の
津
」
と
し
て
活
況

を
呈
し
た
桑
名
で
し
た
が
、
戦
国
期
の
動

乱
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
ま
す
。
尾
張
一

円
を
掌
握
し
た
織
田
信
長
は
、
永え
い
ろ
く禄

一
〇

（
一
五
六
七
）
年
、
北
勢
に
侵
攻
、
ま
ず

桑
名
に
入
っ
て
火
を
放
ち
、
周
辺
の
豪
族

を
悉こ
と
ご
とく

調
略
・
撃
破
し
て
支
配
下
に
収
め

ま
し
た
。
そ
の
後
の
桑
名
は
、
江
戸
幕
府

成
立
ま
で
支
配
領
主
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

慶け
い
ち
ょ
う長

五（
一
六
〇
〇
）
年
、
関
ヶ
原
の

戦
い
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
、
翌
年

に
東
海
道
宿し
ゅ
く
え
き駅
制
度
を
制
定
し
、
桑
名

宿
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
桑
名
宿
は
、
海

上
七
里
の
宮
宿（
名
古
屋
市
）
お
よ
び
脇

街
道
で
あ
っ
た
河か
じ
ょ
う上
三
里
の
佐
屋
宿（
愛

西
市
）
へ
の
渡
船
場
と
な
り
、
係
船
す

る
船
場
に
は
御
番
所
・
伊
勢
神
宮
の
大
鳥

居
・
灯
篭
・
高
札
場
が
設
け
ら
れ
、
水す
い
え
き駅

を
兼
ね
た
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。
天て
ん
ぽ
う保
一
四（
一
八
四
三
）
年
の「
東
海

道
宿し
ゅ
く
そ
ん村
大た
い
が
い
ち
ょ
う

概
帳
」
に
よ
る
と
、
桑
名
宿
内

戸
数
二
五
四
四
軒
・
人
口
八
八
四
八
人
、

本
陣
二
軒
、
脇
本
陣
四
軒
、
旅は
た
ご
や
籠
屋
大
小

一
二
〇
軒
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
世
か
ら
続
い
た
港
湾
・
商
業

都
市
と
し
て
の
役
割
は
、
幕
府
が
江
戸
に

開
か
れ
た
た

め
、
東
西
交
易

の
要
地
と
し

て
、
一
段
と
拡

大
し
ま
し
た
。

美
濃
方
面
か
ら

の
移
出
物
資
は

川
船
で
桑
名
に

送
ら
れ
、
い
っ

た
ん
陸
揚
げ
さ

れ
て
倉
庫
に
納
め
、
海
船
の
便
を
待
っ
て

江
戸
や
大
坂
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

扱
わ
れ
た
物
資
の
第
一
は
、
全
国
有

数
の
穀
倉
地
帯
・
濃
尾
平
野
が
産
す
る
米

で
、
と
り
わ
け
美
濃
に
は
幕
府
直
轄
地
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
量
の
年
貢
米
が

桑
名
に
集
め
ら
れ
、
大
船
に
よ
っ
て
江
戸

に
運
ば
れ
ま
し
た
。
米
の
集
積
地
と
な
っ

た
桑
名
に
は
天て
ん
め
い明

四（
一
七
八
四
）
年
に

米
市
場
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
相
場
は
江
戸・

大
坂
・
赤あ

か
ま
が
せ
き

間
関（
下
関
市
）
の
相
場
と
と

も
に
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
桑

名
の
米
取
引
は
明
治
以
降
も
続
き
、
明
治

二
七（
一
八
九
四
）
年
一
月
に
桑
名
米
穀
取

引
所
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
六（
一
九
三
一
）

年
に
同
所
が
閉
鎖
と
な
る
ま
で
、
米
相
場

の
取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
多
か
っ
た
物
資
は
、
木
曽
・
飛

騨
の
山
か
ら
伐
採
さ
れ
た
木
材
で
、
筏
に

組
ま
れ
て
木
曽
三
川
を
流
送
さ
れ
桑
名

で
貯
木
さ
れ
た
後
、
船
に
積
み

こ
ま
れ
、
伊
勢
大
湊
・
江
戸
・
大

坂
な
ど
各
地
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
年
毎
に
行
わ
れ
る
遷
宮
の

用
材
も
す
べ
て
桑
名
を
経
由
し

て
い
ま
し
た
。

　

水
運
の
要
地
と
し
て
、
中
世

よ
り
営
々
と
発
展
を
遂
げ
て
き

た
桑
名
湊
で
す
が
、
明
治
に
な
っ

て
西
洋
か
ら
入
っ
て
き
た
大
型

蒸
気
船
が
主
流
に
な
る
と
、
水

深
の
浅
い
河
口
部
に
位
置
す
る

桑
名
湊
に
は
船
が
入
れ
な
く
な

り
、
物
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ

な
く
な
り
ま
し
た
。
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県
の
地
名
』
昭
和
五
八
年　

平
凡
社

『
日
本
地
名
大
辞
典
・
三
重
県
』

　
　
　
　
　
　
　

  

平
成
三
年　

角
川
書
店

米會所
大々神楽（久波奈名所図会）

船場（久波奈名所図会）



第三編

高
須
輪
中
の

排
水
管
理

高
須
輪
中
の

排
水
管
理

高
須
輪
中
の
揚
水
施
設

揖
斐
川

中
江
川

大
江
川

長
良
川

木
曽
川

揚水取り入れ水門の正面（『岐阜県海津郡中江用排水改良事業概要』より）
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揖
斐
川
と
長
良
川

に
挟
ま
れ
た
高
須
輪

中
の
標
高
は
〇
～
三

m
の
北
高
南
低
の
地

形
で
あ
り
、
標
高
一

m
の
等
高
線
は
揖
斐

川
左
岸
の
平
田
町
今

尾
か
ら
長
良
川
右
岸

の
海
津
町
日ひ

わ
ら原

を
結
ん
で
い
ま
す
。
標
高

一
m
以
下
の
南
西
部
が
低
位
部
の
下
郷

で
悪
水
排
水
に
苦
労
し
、
一
m
以
上
の
北

東
部
が
高
位
部
の
上
郷
で
常
に
干か

ん
て
ん天
時

に
用
水
不
足
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　

田
畑
を
水
没
さ
せ
る
悪
水
排
水
に
苦

労
し
た
高
須
輪
中
は
、
皮
肉
に
も
、
飲
用

や
灌
漑
用
水
を
天
水
や
井
戸
水
に
依
存

し
て
き
た
の
で
す
。

　

高
須
輪
中
は
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
排

水
幹
線
の
江
下
げ
や
排
水
樋

門
の
設
置
に
努
め
、
明
治
中

期
頃
か
ら
の
機
械
排
水
機
場

の
設
置
を
経
て
、
よ
う
や
く

昭
和
初
期
に
揖
斐
川
か
ら
の

揚
水
施
設
が
設
置
さ
れ
、
現

在
、
給
排
水
施
設
を
備
え
た

田
園
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。

一
．中
江
用
水

　

高
須
輪
中
で
最
初
に
建
設

さ
れ
た
取
水
施
設
は
中
江
用

水
で
す
。

　

高
須
輪
中
南
西
部
に
位
置

す
る
中
江
地
域
の
用
水
源
は

掘
り
抜
き
井
戸
、
天
水
お
よ
び
中
江
川

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
用
水
源
と

し
て
使
用
さ
れ
た
中
江
川（
排
水
幹
線
）

は
流
路
長
約
九
㎞
で
海
津
町
福
岡
に
発

し
、
地
域
の
中
央
低
地
を
北
か
ら
南
に

貫
流
し
、
海
津
町
万
寿
新
田
地
先
に
至

り
、
大
江
閘
門
か
ら
揖
斐
川
に
合
流
す

る
流
域
面
積
約
一
〇
㎢
の
小
河
川
で
あ

り
ま
す
。

掘
り
抜
き
井
戸
と
天
水
に
よ
る
灌
漑　

　

高
位
部
に
散
在
す
る
掘
り
抜
き
井
戸

か
ら
の
総
湧
出
量
〇
・
二
七
３
㎧
に
よ
る

灌
漑
面
積
は
〇
・
六
五
㎢
と
小
区
域
で
あ

り
、
湧
出
水
に
含
ま
れ
る「
ア
ン
モ
ニ
ア

ガ
ス
」
を
冬
季
に
肥
料
と
し
て
使
用
し

ま
し
た
。
ま
た
、
天
水
に
頼
っ
た
区
域

は
高
須
町
大
字
高
須
村（
現
高
須
町
）
や

西
江
村
大
字
安
田
新
田（
現
海
津
町
安
田

新
田
）
の
各
一
部（
灌
漑
面
積
一
・
〇
七

㎢
）
で
あ
り
ま
す
。

中
江
川
か
ら
の
取
水

　

昭
和
に
入
る
ま
で
高
須
町
の
用
水
は

中
江
川
の
上
流
部
七
ヵ
所
で
本
川
を
横

断
す
る
立
切
戸
堰（
土
堰
）
で
堰
き
あ
げ

て
引
水（
全
灌
漑
面
積
五
・
六
二
㎢
）
し
ま

し
た
が
、
下
流
部
で
は
、
干か
ん
て
ん天
の
場
合
に

引
水
が
困
難
で
あ
り
、
大
江
閘
門
を
開
扉

し
て
満
潮
時
に
揖
斐
川
の
塩
水
上
の
淡

水
を
引
水（
ア
オ
取
水
）
し
ま
し
た
。

　

昭
和
に
入
り
中
江
流
域
か
ら
の
排
水

が
悪
化
し
た
た
め
、
県
営
中
江
用
排
水

改
良
事
業（
昭
和
五
～
九
年
度
）
で
、
中

江
排
水
機
場
の
三
回
目
の
改
良（
全
排
水

量
六
・
六
八
３
㎧
）
を
行
う
と
共
に
、 

大
江

閘
門
を
レ
ン
ガ
積
ア
ー
チ
形
暗
渠（
長
さ

田外池から
下流の中江川

高須輪中の最南端
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十
五
m
、
高
三
・
一
八
m
、
幅
三
・
三
三

m
、
自
動
門
扉
二
門
）
に
改
良
し
て
、

揖
斐
川
の
満
潮
時
に
同
閘
門
を
開
扉
し

て
ア
オ
取
水
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
揚
水
施
設
と
し
て
、
一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
に
高
須
町
大
字
福
岡
字

八
幡
下
の
揖
斐
川
左
岸
に
取
水
量
一
・

〇
二
七
３
㎧
の
中
江
用
水
取
入
水
門
と

田た
が
い外
池（
海
津
町
稲
山
）
ま
で
の
三
・
一

㎞
の
用
水
幹
線
が
完
成
し
ま
し
た
。

中
江
取
水
口
の
設
置
と
そ
の
後

　

取
水
施
設
は
取
水
口
の
地
形
上
の
制
約

で
、
土
砂
吐
と
余
水
吐
の
設
置
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
制
水
水
門
の
前
面
に
長
さ

六
・
四
ｍ
、
高
さ
〇
・
九
ｍ
の
越
流
堰（
角

落
し
）
を
設
け
、
用
水
へ
の
土
砂
の
混
入

を
防
ぎ
ま
し
た
。

　

中
江
取
水
口
か
ら
取
水
し
た
用
水
は
、

一
〇
本
の
分
水
水
路
で
灌

漑
面
積
六
・四
六 

㎢
の
下
流

部
に
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
営
中
江

用
水
農
業
水
利
事
業（
昭

和
三
五
～
四
一
年
度
）

で
、
既
設（
昭
和
六
年
設

置
） 

の
福
岡（
中
江
）
揚
水

場
か
ら
の
取
水
量
を
二
・

四
七
３
㎧
に
増
や
し
て
途

中
の
田
畑
を
灌
漑
し
な
が

ら
用
水
を
田
外
池
に
入
れ

た
後
、新
設
し
た
東
西
用
水

幹
線
を
通
じ
て
、中
江
・
帆

引
新
田
土
地
改
良
区
へ
用

水
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
の
施

設
や
水
路
の
老
朽
化
に
よ
り
、
国
営
か

ん
が
い
排
水
事
業（
長
良
川
用
水
、
昭

和
五
五
～
平
成
九
年
度
）
に
よ
っ
て

一
九
九
三（
平
成
五
）
年
、
受
益
面
積

七
・
五
六 

㎢
と
す
る
中
江
揚
水
機
場
が

設
置
さ
れ
、
以
前
と
同
様
の
揚
水
量
二
・

四
七
３
㎧
を
取
水
し
て
い
ま
す
。

二
．
勝
賀
揚
水
機
場

　

国
営
長
良
川
用
水
農
業
水
利
事
業（
昭

和
二
二
～
二
五
年
度
）
で
、
輪
中
北
東
部

の
高
位
部（
今
尾
・
海
西
・
吉
里
・
東
江
の

大
半
）
の
用
水
源
と
し
て
、
長
良
川
右
岸

側
の
平
田
町
勝
賀
に
取
水
口
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
取
水
口
か
ら
は
延
長
三
五
〇
ｍ

の
暗
渠
で
長
良
川
堤
防
を
通
過
し
、
暗
渠

出
口
に
三
・
七
三
３
㎧
を
取
水
す
る
勝
賀
揚

水
機
が
設
置
さ
れ
、さ
ら
に
揚
水
機
場
か
ら

延
長
一
八
八
〇
ｍ
の
導
水
路
で
平
田
町
岡

一
色
地
先
の
東
西
分
水
点
ま
で
の
水
路
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
営
長
良
川
用
排
水
改
良

事
業（
昭
和
二
五
～
三
二
年
度
）
で
、
岡

地
点
か
ら
分
水
す
る
東
西
二
幹
線
が
施

工
さ
れ
ま
し
た
。
幹
支
川
水
路
の
総
延
長

は
二
〇
三
四
〇
ｍ
で
あ
り
、
東
用
水
幹
線

（
六
二
二
六
ｍ
）
と
三
本
の
支
川
水
路
で

灌
漑
面
積
九
・一
五
㎢
に
、
西
用
水
幹
線

（
四
一
二
九
ｍ
）
と
三
本
の
支
川
水
路
で
灌

漑
面
積
五・六
四 

㎢
に
給
水
さ
れ
ま
し
た
。

揚
水
機
場
に
よ
る
破
堤

　

一
九
五
二（
昭
和
二
七
）
年
六
月
二
四

日
の
朝
、
一
九
五
〇（
昭
和
二
五
）
年
に

施
工
さ
れ
た
勝
賀
揚
水
機
場
の
用
水
樋

管
附
近
の
堤
脚
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く

流
れ
出
し
、
九
時
四
五
分
頃
、
海
津
市
平

田
町
の
勝
賀
地
先
が
破
堤
し
ま
し
た
。

　

こ
の
破
堤
で
、
家
屋
一
戸
が
流
失
、
七

戸
が
半
壊
、
住
宅
の
浸
水
一
六
一
四
戸
、

非
住
家
を
含
め
る
と
浸
水
三
一
九
三
戸

に
お
よ
び
、
田
畑
は
約
三
二
㎢
が
冠
水
し

総
額
七
億
円
に
お
よ
ぶ
被
害
を
生
じ
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
地
方
で
は
、
大
垣
城
が
水

没
し
た
一
八
九
六（
明
治
二
九
）
年
以
来

五
六
年
ぶ
り
の
水
害
で
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
建
設
省
と
岐
阜
県
が
応
急
復
旧
を
行

い
、
応
急
仮
締
切
り
堤
が
災
害
後
約
一
ヵ

月
の
七
月
二
七
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
現

在
、
勝
賀
揚
水
機
場
の
南
隣
に「
水
害
紀

年
碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

三
．
新
大
江
揚
水
機
場
の
設
置

　

用
排
水
施
設
の
老
朽
化
と
昭
和
三
十
年

代
か
ら
の
地
盤
沈
下
に
よ
る
輪
中
南
部
の

逆
潮
利
用（
ア
オ
取
水
）
区
域
へ
の
農
業

用
水
の
安
定
確
保
の
必
要
性
が
生
じ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
揚
水
系
統
の
再
編
を
目
指

し
、国
営
長
良
川
用
水
農
業
水
利
事
業（
昭

和
五
五
～
平
成
九
年
度
）
が
行
わ
れ
、
中

江
揚
水
機
場
が
旧
中
江
取
水
口
に
新
た
に

設
置
さ
れ
、
一
九
八
二（
昭
和
五
七
）
年

に
勝
賀
揚
水
機
場
は
受
益
面
積
九
・
二
㎢

堤外導水路　Q=4.10㎥/s

揚水機場　Q=3.73㎥/s

3号分水　A=48.6ha　 Q=0.120㎥/s

5号分水　A=48.6ha　 Q=0.179㎥/s

東幹線　A=907.7ha　Q=2.038㎥/s西幹線　A=559.5ha　Q=1.223㎥/s

1号分水　A=15.9ha　Q=0.040㎥/s

2号分水　A=68.4ha　 Q=0.179㎥/s

4号分水　A=22.8ha　 Q=0.070㎥/s

東西分水工

西末流支線
A=230.4ha
Q=0.482㎥/s

西第2支線
A=180.5ha
Q=0.393㎥/s

西第1支線
A=148.8ha
Q=0.378㎥/s

東末流支線
A=190.5ha
Q=0.300㎥/s

東第5支線
A=129.0ha
Q=0.242㎥/s

直接分水
A=187.5ha
Q=0.188㎥/s

東第3支線
A=400.8ha
Q=1.008㎥/s

堤
内
導
水
路

水害紀念碑、後方の木の後ろの建物は勝賀揚水機場

決壊した樋管（『木曽三川の治水史を語る』より）

中江揚水機場 田外池直上流の暗渠に改修された中江用水路

勝賀揚水機場からの用水系統図（『高須輪中土地改良史（事業史編）』に加筆）
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で
三
・
七
三
㎧
を
取
水
用
に

全
面
改
装
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら

に
、新
設
さ
れ
る
新
大
江
揚
水

機
場
は
取
水
管
理
費
の
節
減

を
図
り
、長
良
川
河
口
堰
管
理

水
位（
TP
一
三
〇
ｍ
）
を
活

用
し
て
最
大
揚
水
量（
六
・

四
３
㎧
）の
六
〇
％
を
自
然
流

入
で
取
水
す
る
設
計
で
、新
大

江
揚
水
機
場
が
長
良
川
右
岸

の
海
津
町
瀬
古
地
内
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
大
江
揚
水
機
場
の
設
置

に
伴
い
、
勝
賀
右
岸
か
ら
の

取
水
は
み
お
筋
が
左
岸
側
に

寄
っ
て
い
る
た
め
、
勝
賀
用

水
で
灌
漑
す
る
面
積
を
ほ
ぼ

半
分
に
減
ら
し
、
勝
賀
か
か

り（
勝
賀
へ
の
給
水
）
か
ら

外
し
た
面
積
に
は
新
大
江
揚
水
機
場
か

ら
供
給
し
、
ま
た
、
中
江
揚
水
機
場
か
ら

の
減
少
し
た
用
水
量
も
新
大
江
揚
水
機

場
分
で
賄
う
計
画
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
こ
の
事
業
で
設
置
さ
れ
た
六
本
の

幹
線
水
路
は
、
例
え
ば
勝
賀
揚
水
機
場
か

ら
の
勝
賀
西
用
水
路
が
中
江
揚
水
機
場

に
接
続
さ
れ
る
な
ど
、
各
幹
線
水
路
を
接

続
し
て
用
水
の
安
全
確
保
と
供
給
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

上
記
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
夏
期
は
中

江
揚
水
機
場
か
ら
の
中
江
幹
線
水
路
で

水
地
域
約
七
五
〇
ha
を
灌
漑
し
、冬
期
は
、

勝
賀
東
西
用
水
路
や
大
江
中
幹
線
水
路

な
ど
を
利
用
し
て
、
中
江
用
水
系
統
の
他

に
勝
賀
・
新
大
江
用
水
系
統
と
新
大
江
用

水
系
統
へ
と
全
域
約
二
四
三
〇
ha
を
灌

漑
し
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
に
関
し
て
は
、
内
記
排
水

機
場（
海
津
町
内
記
）
の
新
設
と
大
江
排

水
機
場
の
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
．
揚
水
機
場
の
ま
と
め

　

こ
れ
ら
三
ヵ
所
の
揚
水
機
場
で
取
水
さ

れ
た
用
水
は
、
六
本（
勝
賀
幹
線
、
勝
賀
東・

西
用
水
路
、
大
江
東
・
中
幹
線
水
路
、
中

江
幹
線
水
路
）
の
国
営
施
工
水
路
と
、
そ

れ
に
接
続
す
る
県
営
か
ん
排
事
業
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
各
支
線
用
水
お
よ
び
二
二
ヵ

所
の
加
圧
揚
水
機
場
へ
、
さ
ら
に
県
営
ほ

場
整
備
事
業
に
よ
り
架
設
さ
れ
た
末
端
送

水
管
を
経
て
各
田
畑
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

表（
下
の
表
）
は
各
揚
水
機
場
の
受
益

面
積
や
揚
水
量
な
ど
で
あ
り
、
通
水
量
の

（　

）
は
内
数
で
重
複
を
示
し
て
い
ま
す
。

但
し
、「
総
」
は
総
延
長
で
、「
開
」
は
開

水
路
、「
暗
」
は
暗
渠
、「
管
」
は
管
路
の

長
さ
で
あ
り
ま
す
。

　

輪
中
内
の

排
水
は
、
七
ブ
ロ

ッ
ク
内
の
計
八
排
水
機

場
に
よ
っ
て
揖
斐
・
長
良
川
と

大
江
川
に
排
水
さ
れ
、
さ
ら
に
高
須

輪
中
排
水
機
場
の
設
置
に
よ
り
、
湛
水

被
害
は
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
用

水
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
揖
斐
川
と
長

良
川
に
設
置
さ
れ
た
計
三
ヵ
所
の
揚
水

施
設
か
ら
の
幹
線
水
路
を
有
機
的
に
結

び
付
け
、
安
定
し
た
用
水
の
確
保
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
左
岸
の
西
小お

じ
ま島
村（
海
津
町
西

小
島
）
か
ら
南
東
の
長
良
川
右
岸
の
森

下
村（
海
津
町
森
下
）
に
至
る
潮
除
堤

が
、
慶け

い
ち
ょ
う長
十
一（
一
六
〇
六
）
年
頃
に
造

ら
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
四
〇
〇
年
の
時
を
経

て
、
高
須
輪
中
は
よ
う
や
く
排
水
と
給

水
施
設
が
完
備
し
た
土
地
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
高
須
地
域
は
、
社
会
が
要

求
す
る
土
地
利
用
の
変
化
に
呼
応
し
て
、

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

新大江揚水機場

用水路名（㎞）

勝賀幹線水路
（総1.9の内、開1.9）

勝賀東用水路
（総3.1の内、管3.1、大江中幹線に連絡）

勝賀西用水路
（総7.5の内、管7.5、中江揚水機場に連絡）

大江中幹線水路
（総6.8の内、開1.2、暗1.2、管4.4）

大江東幹線水路
（総3.8の内、暗2.3、管1.5）

中江幹線水路
（総3.1の内、管3.1）

名　称
（設置場所）

勝　賀
（平田町）

新大江
（海津町）

中　江
（海津町）

計

受益面積
（㎢）

9.2

13.6

7.5

30.3

揚水量
（㎥/s）

3.73

6.4

2.47

12.6

通水量
（㎥/s）

3.73

（1.41）

（1.52）

3.51

2.89

2.47

12.6

  揚水機の
 口径と台数

1000㎜、
800㎜各1台

1200㎜、
1000㎜、
700㎜各1台

800㎜、
700㎜各1台

各
幹
線
水
路
が
連
結
し
、多
く
の

支
川
水
路
で
灌
漑
さ
れ
て
い
る

（『
長
良
川
用
水
事
業
誌
』に
加
筆
）
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湾
台
風
か
ら
の
復
興
と

「
木
曽
岬
小
唄
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大
喜
多 

啓
介

昭和５０年生まれ
愛媛大学教育学部卒業
愛媛大学大学院教育学研究科教科教
育専攻国語教育専修修士課程修了

現在
木曽岬町教育委員会事務局教育課
係長兼指導主事

大喜多 啓介 氏
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一
．
釜
石
の
奇
跡

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い“
東
日
本
大
震

災
”。
未
曾
有
の
大
災
害
が
残
し
た
つ
め

跡
は
あ
ま
り
に
も
深
く
、
早
期
の
復
旧
・

復
興
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
が
、
そ
ん

な
中「
釜
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
危
機

対
応
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存

じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

釜
石
市
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
小
中
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
、
大
人
顔
負

け
の
判
断
力
と
行
動
力

を
持
っ
て
自
ら
の
力
で

巨
大
津
波
か
ら
逃
げ
の

び
た
、
い
わ
ゆ
る「
釜

石
の
奇
跡
」。

　

授
業
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
、
小
学
生
の

手
を
引
い
て
避
難
し
た

中
学
生
。
そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
つ
ら

れ
て
、
避
難
に
転
じ
た
近
隣
住
民
も
い
ま

し
た
。
結
果
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
の
命

だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
命
を
救
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
後
に「
釜
石
の
奇
跡
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
行
動
に
つ
な
が
る
指
導

を
し
た
の
が
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教

授
で
す
。

　

片
田
氏
は
そ
の
著
書『
命
を
守
る
教
育

－

3
・
11
釜
石
か
ら
の
教
訓
』
で
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

い
く
ら
素
晴
ら
し
い
防
波
堤
が
あ
っ
て

も
、
い
く
ら
頑
丈
な
防
砂
ネ
ッ
ト
が
あ
っ

て
も
、
人
の
命
は
守
り
き
れ
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
よ
う

に
、
防
波
堤
な
ど
の
構
造
物
で
は
完
全
に

食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、

想
定
を
超
え
る
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は

常
に
あ
る
か
ら
で
す
。（
中
略
）
釜
石
市

の
取
組
で
は
、
津
波
防
災
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
に
留
め
ず
、
津
波
防
災
を
文
化

の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
、
あ
え
て
語

ら
せ
な
く
て
も『
地
域
知
』
と
し
て
常
識

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
津
波
に
よ
る
犠
牲

者
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
「
想
定
に
と
ら
わ
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
、
先

の
大
震
災
で
得
た
教
訓
と

し
て
多
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た

命
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。
あ
ま
り
に
大
き
な

自
然
の
猛
威
に
対
し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
充

実
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
限
界
が
あ

り
ま
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま

ま
自
然
を
受
け
入
れ
災
害
に
備
え
る
こ

と
。
そ
れ
を
地
域
の
文
化
に
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
が
、
片
田
氏
の
言
う「
地
域
知
」

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

二
．
木
曽
岬
小
唄
に
見
る
「
地
域
知
」

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
木
曽
岬
村

（
当
時
）
を
襲
っ
た
台
風
十
五
号
は
後
に

伊
勢
湾
台
風
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

史
に
残
る
未
曾
有
の
災
害
と
し
て
後
世
に

語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
こ
の
災
害
に
よ
っ

て
、
当
時
の
人
口（
木
曽
岬
村
）
の
お
よ

そ
一
割
に
あ
た
る
三
二
八
名
も
の
方
が
犠

牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
小
唄
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
二

年
を
経
た
昭
和
三
六
年
、
当
時
木
曽
岬
中

学
校
長
で
あ
っ
た
山
本
忠
二
氏
の
作
詞
・

作
曲
に
よ
り
世
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
踊
り
の

輪
は
広
が
り
、
青
年
団
や
婦
人
会
の
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
、
盆
踊
り
大
会
・
敬
老

会
・
村
民
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
で
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

良
川
に
設
置
さ
れ
た
計
三
ヵ
所
の
揚
水

施
設
か
ら
の
幹
線
水
路
を
有
機
的
に
結

び
付
け
、
安
定
し
た
用
水
の
確
保
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
左
岸
の
西
小お

じ
ま島

村（
海
津
町
西

小
島
）
か
ら
南
東
の
長
良
川
右
岸
の
森

下
村（
海
津
町
森
下
）
に
至
る
潮
除
堤

が
、
慶け

い
ち
ょ
う長

十
一（
一
六
〇
六
）
年
頃
に
造

ら
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
四
〇
〇
年
の
時
を
経

て
、
高
須
輪
中
は
よ
う
や
く
排
水
と
給

水
施
設
が
完
備
し
た
土
地
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
高
須
地
域
は
、
社
会
が
要

求
す
る
土
地
利
用
の
変
化
に
呼
応
し
て
、

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

伊勢湾台風締切記念碑

伊勢湾台風時の水位表示板
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
一
、
ハ
ア
ー
霜
の
頃
か
ら 

ビ
ニ
ー
ル
か
け
て

皆
で
育
て
た
　
ト
マ
ト
や
な
す
が

春
の
日
ざ
し
に
ね
　
つ
や
を
増
す

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

二
、
ハ
ア
ー
夏
の
最
中
に

早
植
つ
く
り
ゃ

涼
し
南
風
　
田
の
面
を
渡
り

波
に
み
の
り
を
ね
　
よ
せ
て
く
る

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

三
、
ハ
ア
ー
嫁
を
取
る
な
ら
　
木
曽
岬
娘

や
さ
し
気
質
の
　
働
き
者
よ

人
に
負
け
な
い
ね
　
と
も
仕
事

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

四
、
ハ
ア
ー
摘
ん
だ
新
の
り

か
え
り
の
舟
に

木
曽
の
お
山
の
　
白
雪
は
え
て

す
く
に
う
れ
し
い
ね
　
こ
の
日
和
り

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　

木
曽
岬
小
唄
の
歌
詞
か
ら
は
、
伊
勢
湾

台
風
後
の
木
曽
岬
の
農
業
の
様
子
や
た

く
ま
し
く
生
き
る
人
々
の
姿
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
全
村
水
没

の
惨
状
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
の
ど
か

な
歌
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
の
復
興
に
か
け
る
人
々
の
並
々
な
ら

ぬ
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
番
の
歌
詞
に「
夏
の
最
中
に
早
植
つ

く
り
ゃ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
木
曽

岬
町
に
限
ら
ず
木
曽
川
下
流
地
域
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
台
風
の
被

害
を
避
け
る
た
め
に
収
穫
の
時
期
を
早
め

る
知
恵
で
、
伊
勢
湾
台
風
後
に
米
の
早
期

栽
培
が
急
速
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
伊
勢

湾
台
風
か
ら
五
〇
年
余
り
を
経
た
現
在
で

も
、
八
月
の
末
に
も
な
る
と
一
面
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
た
方
々
か
ら

は
、
災
害
直
後
は
そ
の
あ
ま
り
に
痛
ま
し

い
惨
状
か
ら
、「
も
う
こ
こ
に
は
住
め
な

い
」
と
い
っ
た
絶
望
を
感
じ
た
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
々
が
力
を

合
わ
せ
て
た
く
ま
し
く
復
興
を
進
め
る
中

で
、
あ
え
て
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
わ
ず
、

あ
る
が
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ
る
形
で
、

稲
作
を
早
生
・
極
早
生
品
種
に
切
り
替
え
、

収
穫
の
時
期
を
ず
ら
す
知
恵
が
生
み
出
さ

れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
前
述
し
た
片
田
氏

の
言
う「
地
域
知
」（
＝
想
定
に
と
ら
わ
れ

ず
あ
り
の
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ
災
害
に

備
え
る
こ
と
。
そ
れ
を
地
域
の
文
化
に
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と
）
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

三
．
伊
勢
湾
台
風
後
の
風
景

　

木
曽
岬
小
唄
に
は
、
先
に
述
べ
た
米
作

り
の
風
景
の
ほ
か
、
農
業
を
中
心
に
復
興

に
向
け
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
々
が

い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
木
曽
岬
町
を
訪
れ
る
と
、
多
く

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
主
要
産
業
の
ト
マ
ト
は
、
伊
勢

湾
台
風
前
の
昭
和
三
一
年
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
栽
培
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
当
時
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
竹
で

作
っ
た
骨
組
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
ト
マ
ト
産
業
で
し
た
が
、
そ
の
後

本
格
的
に
ト
マ
ト
栽
培
が
推
進
さ
れ
、
今

で
は“
ト
マ
ト
の
町
”
と
し
て
町
外
・
県

外
に
木
曽
岬
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
ト
マ
ト
は
木
曽
岬

町
に
と
っ
て
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
四
番
に
う
た
わ
れ
て
い
る
海
苔

養
殖
の
風
景
で
す
が
、「
す
く
に
う
れ
し

い
」
と
は
、
海
苔
を
漉
く
時
に
う
れ
し
い

気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
当
時
は
天
日

乾
し
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
苔
を
収
穫

し
た
帰
り
の
舟
か
ら
見
え
る
晴
れ
晴
れ

と
し
た
風
景
が
人
々
の
期
待
感
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
時
の
海
苔
養
殖
の
様
子

を
よ
く
知
る
方
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
稲
作
や
ト
マ
ト
な
ど
の
農
業

と
違
い
、
海
苔
養
殖
は
災
害
直
後
、
道
具

も
揃
っ
て
な
い
中
再
開
さ
れ
、
し
か
も
海

が
荒
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
豊
作
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
と
海
苔
養
殖
に
つ
い
て

は
、『
伊
勢
湾
台
風　

水
害
前
線
の
村
』

立ち並ぶビニールハウス

トマト収穫の様子

やろまい夏まつりで踊り
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研
究
資
料 

（
岡　

邦
行　

著　

ゆ
い
ぽ
お
と
）
に
も

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

…
皮
肉
に
も
超
大
型
の
伊
勢
湾
台
風

に
よ
り
、
海
底
の
ヘ
ド
ロ
が
耕
さ
れ
た
よ

う
に
洗
わ
れ
、
新
た
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

発
生
。
木
曽
三
川
か
ら
流
れ
て
く
る
淡
水

と
海
水
が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
、
海
苔
養
殖

は
豊
作
に
恵
ま
れ
、
品
質
の
よ
い
海
苔
が

採
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
は
数
多
く
の
災
厄
を
も

た
ら
し
ま
し
た
が
、
海
苔
養
殖
に
関
し
て

は
大
い
に
復
興
に
役
立
っ
た
面
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
豊
作
で

あ
っ
た
海
苔
養
殖
に

し
て
も
現
在
の
よ
う

に
機
械
化
さ
れ
た
設

備
も
な
く
、
す
べ
て

手
作
業
で
行
う
真
冬

の
海
苔
作
り
作
業
は

厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
し
、
ト
マ
ト
や

米
作
り
な
ど
と
同
じ

く
、
多
く
の
苦
労
と

ふ
る
さ
と
復
興
に
か

け
る
不
屈
の
意
志
が

な
け
れ
ば
今
の
木
曽

岬
町
は
な
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
三

番
の「
や
さ
し
気
質（
き
だ
て
）
の
働
き
も

の
よ
」
は
心
に
迫
り
ま
す
し
、「
人
に
負

け
な
い
」
努
力
の
上
に
今
の
木
曽
岬
町
が

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

四
．
未
来
へ

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
木
曽
岬
小

唄
。
そ
の
後
平
成
四
年
に
作
ら
れ
た
木
曽

岬
音
頭
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
継
承
し
て
い
こ
う
と
、
平
成
二
二

年
九
月「
木
曽
岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
発
足
以
来
毎
年
町
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
二
年
生
に
踊

り
の
指
導
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
、
中
学
校
の
運
動
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
と

し
て
披
露
さ
れ
て
い
た
木
曽
岬
小
唄
で

す
が
、
世
代
が
替
わ
り
、
今

は
踊
れ
る
人
も
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
を

通
じ
て
木
曽
岬
町
に
住
む
す

べ
て
の
人
に
こ
の
う
た
を
広

め
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込

め
て
保
存
会
の
み
な
さ
ん
は

日
々
練
習
に
励
み
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
を
披
露
し

て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
惨
禍
か
ら

み
ご
と
な
復
興
を
遂
げ
た
木

曽
岬
町
。

「
木
曽
岬
よ
い
と
こ　

ほ
ん

に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ
」

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声

が
響
き
渡
り
ま
す
。

　

本
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
木
曽
岬

音
頭
・
小
唄
保
存
会
会
長
の
内
田
と
し
ゑ
さ

ん
を
は
じ
め
、
伊
藤
た
つ
子
さ
ん
・
宇
佐
美

幸
子
さ
ん
か
ら
、
当
時
の
木
曽
岬
町
の
暮
ら

し
や
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
面
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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昔
々
、
す
さ
ま
じ
い
稲
光
と
と
も

に
赤
い
体
の
雷
さ
ま
が
、
赤
須
賀
村

の
井
戸
に
、
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
落
ち
て

き
ま
し
た
。

　

村
人
が
恐
る
お
そ
る
井
戸
の
中
を

の
ぞ
い
て
見
る
と
、
雷
さ
ま
が「
助
け

て
く
れ
」
と
泣
い
て
い
た
の
で
、
村
人

は
「
人
の
家
を
散
々
焼
い
て
お
い
て
、

助
け
て
く
れ
と
は
む
し
の
い
い
」
と
井

戸
に
ふ
た
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

な
ん
と
か
井
戸
か
ら
出
よ
う
と
試

し
た
雷
さ
ま
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
の
で
、「
も
う
こ
こ
に
は
雷
を
落
と

し
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
か
ふ
た
を
開

け
て
く
だ
さ
い
」と
懇
願
し
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
か
わ
い
そ
う
に
な
っ
た
村
人
が
、「
そ
れ
な
ら
ふ
た
を
開
け
て
や

る
か
ら
、
何
か
置
い
て
い
け
」と
言
い
ま
す
と
、「
背
中
に
背
負
っ
た
太
鼓
を

井
戸
に
残
し
て
い
く
」と
返
事
が
あ
っ
た
の
で
、ふ
た
を
と
っ
て
や
り
ま
し
た
。

　

助
け
ら
れ
た
雷
さ
ま
は
、「
い
や
に
な
る
く
ら
い
水
を
入
れ
て
お
く
か
ら
、

こ
の
井
戸
は
年
中
枯
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
ぞ
」、
と
言
っ
て
空
に
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
の
井
戸
は
い
つ
ま
で
も
枯
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
年
中
、
井
戸
の
底

か
ら
太
鼓
の
音
が
響
い
て
き
た
そ
う
で
す
。

井
戸
に
落
ち
た
雷
さ
ま（
桑
名
市
赤
須
賀
）
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